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　犬山遺跡が所在する大野市は、福井県東部の奥越地方に位置し、日本百名山にも選定

された荒島岳をはじめとする高い峰々に囲まれています。山々から端を発した清流が流

れる自然豊かな都市には、大野城がそびえ、眼下には城下町が広がり、歴史が息づく街

です。

　犬山遺跡では、過去に調査が行われておりますが、今回の調査でも縄文時代から古墳

時代の痕跡を確認することができました。小規模な調査でしたが、乾側地区における原

始・古代の土地利用の一端を知ることができました。

　出土した土器には、東海地方との交流を物語る資料も含んでおり、大野盆地に居住し

ていた当時の人々が遠方の地域と積極的に交流していた姿が想起できます。現在の私達

が想像する以上に、人やモノが動いていたのでしょう。

　近年、大野市では中部縦貫自動車道や圃場整備事業に伴って大規模な発掘調査が増加

しており、文献ではわからない古代の様子が、考古学資料によって鮮明になりつつあり

ます。

　今回の調査成果が、文化財に対する理解を深め、各方面で活用されれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書刊行に至るまで、関係諸機関をはじ

め、多くの皆様から多大なご支援とご協力を賜りました。深く感謝申し上げます。

平成 30 年 7 月

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

所　長　　赤　澤　徳　明

序　　　　文
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例　　　　言

　1　　本書は、福井県教育庁埋蔵文化財調査センター（以下、県埋文と略）が一般国道 476 号道路改良事業に伴い、

平成 28 年度に実施した犬山遺跡（福井県大野市犬山所在）の発掘調査報告書である。

　2　　犬山遺跡の調査は、福井県奥越土木事務所の依頼を受けて県埋文が実施し、鈴木篤英、三原翔吾が担当した。

　3　　発掘調査は、平成 28 年 4 月 1 日から平成 28 年 6 月 30 日まで実施した。遺物の整理作業は、整理・普及グルー

プが担当し、平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 7 月 20 日まで実施した。

　4　　本書の編集は三原が行い、鈴木、山本孝一が分担して執筆した。執筆の分担は以下の通りである。

　三原…第 1〜 3･5 章　鈴木…第 4章第 1節 2・第 2節　山本…第 4章第 1節 1

　5　　犬山遺跡に関するこれまでの成果発表のうち、本書と齟齬がある場合は、本書をもって訂正したものとする。

　6　　遺構 ･ 遺物撮影、第 11 〜 13 図、第 3･4 表は鈴木が作成し、第 9･10 図、第 2表は山本が作成した。上記以

外の挿図は、三原が作成した。

　7　　本書に掲載した遺構図は、株式会社中央測量設計株式会社に委託・作成したものを一部改変して用いた。

　8　　図版、挿図、表中の番号は符号する。写真の縮尺は不同である。

　9　　本書における水平レベルの表示は、海抜高（m）を示し、方位は座標北を用いた。また、X･Y座標値は、世界

測地系第Ⅵ系に基づく。

10　本書に掲載した遺物と調査に際して作成した図面・写真は、一括して県埋文に保管している。

11　土色及び遺物の色調は、『新版標準土色帳（1999 年度版）』に基づき判別した。

12　遺構の表記については、基本的に遺物を含む遺構に限定し、土坑は SK、溝は SD、遺構断面地点は Sの略記

号を用いた。また、遺構や包含層から遺物が単体で出土した地点にはXの略記号を用いた。

13　発掘調査ならびに本書の作成にあたり、下記の機関、方々からの指導・協力を得た。

石川敦子　犬山区長　大野市教育委員会　奥越土木事務所　勝山市教育委員会　工藤俊樹　藤本康司

（敬称略五十音順）

14　発掘調査には、地元の方々の協力を得た。遺物整理作業は、県埋文の整理作業員が実施した。
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第 1 章　調査の経緯

　第 1節　調査に至る経緯（第 1・2図）
　1. 調査の経緯

　近年、奥越地域では中部縦貫自動車道の部分開通に加え、平成 30 年度に福井県で開催される国体

の競技会場が大野市に設けられることが決定し、交通量の増加と大型車の乗り入れが問題として想定

されてきた。そのため、渋滞緩和とアクセスの向上を目的に、大野市内では継続的に道路改修工事が

行われている。今回の「一般国道 476 号道路改良事業」もその一環を成すものである。

　事業地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である犬山遺跡に含まれ、平成 5年度に圃場整備事業で調査を

実施した経緯がある（第 1図）。今回の事業地内にも遺跡が存在する可能性が高く、遺跡の内容・密度

を把握するため、県埋文は平成 18 年 6 月 6日に試掘調査を実施した。

　試掘調査の結果、弥生時代の遺構・遺物を確認し、工事の掘削深度を勘案すると遺跡の破壊は避け

られないと判断したため、事業着手前に南北 20 ｍ、東西 50 ｍの範囲に限って記録保存のための発掘

調査が必要である旨を奥越土木事務所に回答した。調査対象面積は約 1,000 ㎡である。

第 1図　調査区位置図（縮尺 1/3,000）
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第１章　調査の経緯

　2. 調査の方法

　調査区には、世界測地系に沿ったグリッドを設定す

る予定であったが、諸般の事情により 10m×10m の

任意グリッドを設定せざるを得なかった。

　グリッドには、遺構実測や遺物の取上げの基準とし

て、西から東へA〜 F、北から南へ 1 〜 5 の番号を

付した（第 2図）。

　記録方法については、1/50 縮尺で調査区全体図を

作成し、1/10 または 1/20 で遺物出土状況図や遺構断

面図を作成した。

　第 2節　調査の経過
　発掘調査の経過は以下の通りである。

第 3図　発掘調査風景

平成28年

　3　月23日　表土除去開始。25日まで。
　4　月　5　日　プレハブ搬入、設置。基本測量。
　4　月　7　日　作業開始。器材設置。
　4　月12日　トレンチ設定、掘削開始。
　4　月13日　調査区東側掘削開始。溝、小穴を検

出。弥生土器 ･土師器が出土。
　4　月15日　1/50全体図作成。SD1 掘削開始。

E3･4 グリッド遺構精査。
　4　月18日　河川 1掘削開始。
　4　月19日　SD6 掘削開始。
　4　月22日　下層の包含層から縄文土器が出土。

 
　4　月26日　SD6 遺物出土状況写真撮影。
　5　月　9　日　河川 2掘削開始。
　5　月13日　下層の包含層掘削開始。縄文土器出

土。土器群 1写真撮影、遺物取上げ。
　5　月20日　河川 1掘削完了。
　6　月10日　空撮実施。午後、高所作業車にて全

景撮影。
　6　月24日　下層包含層掘削完了。写真撮影。調

査器材清掃。
　6　月28日　発掘器材撤収準備。
　6　月30日　調査終了。

第 2図　調査区グリッド配置図（縮尺 1/1,000）
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第 2 章　地理的 ･歴史的環境

　第 1節　地理的環境（第 4図）
　本遺跡の所在する大野市は、嶺北地方の東部に位置する。北は勝山市、西は福井市、今立郡池田町

と接し、石川・岐阜両県と山を隔てて接する山間の都市である。県内では最も面積が大きく、県総面

積の 5分の 1を占める。市東部には、県の主要河川の 1つである九
く

頭
ず

龍
りゅう

川
がわ

が北流し、勝山市から福井市、

坂井市を経て、日本海へと通ずる。九頭龍川上流域には、大野・勝山盆地が形成されている。

　市内には、大小さまざまな断層が見られる。活断層としては、盆地南限に宝
ほう

慶
きょう

寺
じ

断層、荒
あら

島
しま

岳
だけ

と大

野盆地を画する佐
さ

開
びらき

断層、岐阜県から池田町まで伸びる温見断層などが挙げられる。大野盆地は、こ

れらの断層に起因した凹地に河川堆積物と泥流が堆積した堆積盆地と考えられている。

　本市の地形は、大野盆地を中心にして、南・東方を占める荒島岳などの諸峰が連なる越
えつ

美
み

山地、西

方を占める標高 700m程の越前中央山地からなっている。盆地内を大きく分けると、西側の真
ま

名
な

川
がわ

・

清
きよ

滝
たき

川
がわ

・赤
あか

根
ね

川
がわ

などの北流する河川によって形成された扇状地とその氾濫原、東側の真名川と九頭竜

川に挟まれた低位段丘に分類できる。さらに扇状地は、清滝川によって形成された木
この

本
もと

扇
せん

状
じょう

地
ち

と真名

川による真名川扇状地に分けられ、これらの扇状地は扇形をなさず、河川に沿って舌状をなす。また、

木本扇状地には、現在の市街地中心部が広がり、扇状地を伝う伏流水が市街地各所で湧出し、名水百

選として選定された本願寺清水をはじめとする豊富な水資源を有している。周知の遺跡の多くは、自

然堤防上や低位段丘面に占地して

いる。

　盆地東側には経
きょう

ヶ
が

岳
だけ

から噴出し

た火砕流などを含む泥流で構成す

る火山灰性台地が広がる。これは、

県内唯一の地形であり、表層地形

は盆地東部と西部で大きく異なっ

ている。

　盆地南東部に位置する塚原野台

地は、火山灰性台地であり、面

積は 25.6 ㎢に及ぶ。この台地は、

泥流地形としては国内有数の規模

であり、盆地内には泥流丘（通称 :

流れ山）が形成され、経ヶ岳から

噴出した巨石が畑地に散見され、

噴火の激しさを伝えている。戦後

開拓パイロット事業によりこの地

形の多くは失われてしまった。

第 4図　遺跡周辺の地形分類図（縮尺 1/200,000）

●犬山遺跡

福井県

大野市
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　第 2節　歴史的環境（第 5図）
　大野市域では、約 20 年前から圃場整備や道路改良工事、中部縦貫自動車道建設に伴い、大規模に

発掘調査が行われ、赤根川や真名川流域を中心に調査事例が増加している。ただ、市街地中心部は包

蔵地に指定されている箇所がなく、遺跡の広がりが不明な点も多い。本節では、今回の調査と関連す

る大野盆地の主要な遺跡を取り上げ、その概要を述べる。

　1. 縄文時代

　縄境遺跡（第5図24）、右近次郎西川遺跡（第5図28）などで晩期を中心に遺物を確認しているが（文9・

16）、土器がまとまった量出土している遺跡として右近次郎遺跡（第 5図 27）、下黒谷遺跡（第 5図 31）

が挙げられる。

　右近次郎遺跡では、中期から後期の石囲炉または埋甕を伴う住居が 13 軒、土坑 9基、特殊遺構 2

基などが確認され、遺物包含層から出土した土器を含めると前期前葉から後期前葉までの長期間の土

器群が出土している（文 3･4）。土器以外に、打製石斧、石鏃、磨石、石錘などの石器類も確認されて

いる。

　下黒谷遺跡では、石囲炉をもつ中期の住居 2軒、土器捨て場などが検出されており、包含層からは

中期後半から晩期後半の土器が出土している。両遺跡は赤根川流域に所在する遺跡であり、出土土器

の年代から併存することが明らかになっている（文 12）。

　2. 弥生時代

　前後の時代に比して多くの資料が得られており、多くの遺跡は赤根川流域に立地する。弥生時代の

生活痕跡が確認され始めるのは、下黒谷遺跡をはじめとする中期のことであり、後期末から古墳時代

初頭にかけて最も多くの遺跡が確認できる。

　太田・小矢戸遺跡（第 5図 10）などの各遺跡で土器は比較的多く出土するが、出土遺構は土坑・溝・自

然河川などが主体的である。ただ、後期末から古墳時代前期に属す上
かみ

舌
した

遺跡（第 5図 30）では、竪穴建

物 3軒、掘立柱建物 4棟を検出しており（文 18）、大野市域で集落域を確認できる数少ない事例である。

また、下黒谷遺跡では、中期の土器棺と後期の方形周溝墓（状遺構）が確認されており、墓域が広がる

遺跡として注目できる。

　その他に特筆できる遺跡として、中
なかようろ

丁遺跡（第 5図 22）がある（文 17）。検出した土坑から銅鐸の形

状や装飾を模した長頸壺を含む多量の土器が出土しており、良好な資料群が得られている。また、右

近次郎西川遺跡では、大野盆地で唯一の玉作り関連資料が出土している（文 16）。施溝分割が見られな

い弥生時代後期の特徴を有し、工房と考えられる建物 1軒を検出している。玉作りの石材は、大半が

緑色凝灰岩を用いているが、水晶原石やガラス小玉も出土している。なお、丘陵尾根上に、この時期

の墳丘墓も確認されているが、次項でまとめて述べる。

　3. 古墳時代

　盆地西部の丘陵尾根上を中心に、犬山古墳群（第 5図 4）や東稲場古墳群（第 5図 14）、山ヶ鼻古墳群

（第 5図 15）など約 140 基の古墳や墳丘墓が確認されている。一方で、大矢戸古墳（第 5図 11）など横

穴式石室を有する後期古墳が段丘上に位置し、立地を異にする古墳も存在する。発掘調査が実施され

ている古墳は少ないため不明な点も多いが、方墳（墳丘墓）が主体であると考えられており、前方後円

墳や円墳は少数である（文 1）。

　山ヶ鼻古墳群は、盆地北西部の丘陵尾根上に立地し、前方後円墳 1基（6号墳）、円墳 5基（8・9・11・

第 2章　地理的・歴史的環境
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第 2節　歴史的環境

第 5図　周辺の主要遺跡分布図（縮尺 1/50,000）
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14・15号墳）、方墳14基（1〜5・7・10・12・13・16〜 20号墳）の総数20基からなる古墳（墳丘墓）群である。

7〜 10・15 〜 17 号墳の計 7基は未調査のまま消滅した。

　4〜 6・20 号墓の計 4基で発掘調査が行われており、弥生時代中期から古墳時代中期までの墳墓が混

在している。4号墓からは赤彩された流水文をもつ壺が出土しており、東海地方の影響が指摘されてい

る。また、6号墳は、盆地内で唯一認められる古墳時代中期前葉の前方後円墳であり、埋葬施設に割竹

形木棺を有し、鉄剣と鉄鏃が出土している。

　集落については、弥生時代後期末から古墳時代初頭に続く集落が比較的多く確認できるが、古墳時代

中期以降は新庄遺跡（第 5図 26）が、遺構・遺物がまとまった量確認できる唯一の事例である。新庄遺跡

は正式報告がなされていないが、平成 2年に発掘調査が行われ、5世紀後半から 6世紀後半の掘立柱建

物が 20 棟検出されている（文 7）。出土した須恵器には、あわら市鎌谷窯跡群の製品を含んでいるとの

指摘があり（文 6）、須恵器流通からみた坂井平野と大野盆地の関係も注意される。

　その他に、注目すべき点として、上舌遺跡で鉄鏃や鉋などの鉄製品が遺物包含層から出土し、下黒谷

遺跡では銅鏃 1点が確認されていることが挙げられる。

　横枕遺跡（第 5図 8）では、古墳時代後期の竪穴建物 1軒が検出され（文 19）、右近次郎西川遺跡では溝

や包含層から 7世紀代の須恵器が出土している。中期頃からみられる遺跡数の減少は、嶺北地方全域で

も言えることであり、県内で調査された遺跡としては、坂井市長屋遺跡、鯖江市西番遺跡、同杉本笹野

遺跡、越前市安丸官人遺跡などに限られる。
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第 3 章　遺　構
　第 1節　調査の概要
　1. 調査の概要（第 6図）

　調査区周辺は水田であり、過去の圃場整備により地形は改変を受けている。今回の調査区に相当す

る箇所には、約 0.4m の厚さで仮設道路の盛土が敷かれていた。盛土される以前は水田であり、水田

耕作時に包含層の一部が削平された部分もある。

　検出した遺構は、土坑 2基、溝 9条、河川 2条であり、縄文時代後期から晩期と弥生時代中期から

古墳時代前期の遺物が出土した。また、弥生時代後期末から古墳時代前期の遺構面下では、厚さ 0.1

〜 0.4mの遺物包含層を検出し、調査区南東側で縄文土器を確認した。この包含層以下の層においては、

遺構は確認できなかった。出土遺物は石器・木器を含め天箱 7箱分である。

　調査の結果、建物等は検出できず、遺構・遺物ともに密度が希薄であったことを考慮すると、遺跡

の中心域は、調査区の北東側に展開し、現在の犬山集落と重なっていると考える。

第 6図　調査区全体図（縮尺 1/400）
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第 3章　遺　構

　第 2節　遺　構（図版 1〜 4　第 6〜 9図　第 1表）
　1. 土　坑（図版第 2　第 7図　第 1表）

　土坑は 2基検出した。SK2 は河川 2埋没前の弥生時代後期末以前に構築されている。SK1 からは出

土遺物はなく時期不明だが、SK2 と覆土が類似することから、SK1 も同時期と判断する。

　2. 溝（図版第 2　第 6・7図　第 1表）

　溝は 9条検出した。SD1・6 は、覆土が同一であり、底面直上に堆積していた粒子の荒い砂質土から

弥生土器や土師器が小片で出土した。両遺構は、遺物の出土状況も類似し、布留系甕が出土している

ため、古墳時代前期以降に埋没したものと考える。

　SD2 〜 5・7・8 は、掘削深度が浅く、出土遺物に近世から現代の陶器・磁器を含んでいたため、近世

から現代に属する。

　3. 河　川（図版第 2〜 4　第 8図　第 1表）

　河川は 2条検出した。北西方向に貫流する自然河川である。河川 1は比較的多くの縄文土器・弥生

土器を含んでいたが両岸からの出土が多く、周辺から流れ込んだものと考える。出土遺物からみると

同時期に存続していたと考えるが、河川 1の埋没時期は、1層の上に 3層が堆積することから、河川

1が後出すると考える。

ー

ー

　第 1表　遺構一覧表
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第 2節　遺　構

第 7図　SK1・2、S2〜5（縮尺 1/40）、SD6 遺物出土状況（縮尺 1/40、1/200）
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第 3章　遺　構

第 8図　河川 1遺物出土状況（縮尺 1/40）、S1（縮尺 1/80）
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第 4 章　遺　物

　今回の調査で出土した遺物は、縄文時代後期〜晩期、弥生時代中期〜古墳時代前期の土器、石器で

ある。遺物量は、土器が天箱 5箱分、石器が 2箱分が出土したが、微細片が多く、図化できた個体は

わずかであった。遺物の詳細については第 2〜 4表の観察表を付した。以下、概要を述べる。

　第 1節　土　器
　1. 縄文土器（図版第 5　第 9・10 図　第 2表）

　時期は晩期後葉を主体とする。以下、文様の有無により大別して述べる。

　有文土器（第 9図 1、第 10 図 20 〜 23）
　沈線および隆帯によって主文様を描出する土器を該当させた。器種には鉢・浅鉢がある。出土量は

極めて少ない。主要なものについては、ほぼ掲載した。以下、各個に説明する。

　第 9図 1は浅鉢であり、口縁部がやや内屈する。口縁端部に面をもち、側端部にキザミを施す。口縁

部全域がナデ状の凹線で上下端を区画した区画帯となり、その内部に陰刻文と 2条一単位の沈線によ

る三角形状文を 3段配置する。1・2段目と 2・4段目の三角形状文は上下対向し、その接続部は粘土貼付

により突出する。1段目と 3段目の陰刻文は区画凹線と連結する。口縁部の文様施文・調整の順序は区

画凹線・粘土貼付→陰刻文→沈線文→全域でナデとなる。陰刻文の内部は粗雑なナデ、沈線文の内部は

未調整である。体部には板状工具などによるナデを施す。体部上端には煤が部分的に付着する。第 10

図20は鉢の胴部上半である。ヘラ状工具による細沈線で三叉状文を描出する。沈線内部に赤彩痕が残る。

同図21は浅鉢のやや内湾する口縁部である。多条の横走沈線を上下対向する小三角形状の陰刻文によっ

て区切ることで菱形状文を描出し、上下交互に 2段配置する。陰刻文の接続部は肥厚しない。同図 22・

23 は浅鉢であり、直線的に開く口縁部の内面に隆帯文を貼付する。22は口縁端部に面をもつ。隆帯は

断面三角形となる。内外面ともに研磨される。23は背の低い隆帯により連結三叉状文を描出する。

　これらの時間的位置づけは、第 10 図 20 が晩期中葉の中屋式に、第 9図 1・第 10 図 21 〜 23 が晩期

後葉の「工字文系」土器に相当もしくは時間的に併行すると判断される。

　無文土器（第 9図 2〜 12、第 10 図 13 〜 19・24 〜 45）
　器種には深鉢 ･壺 ･鉢 ･浅鉢がある。口縁部を中心に掲載した。以下、各器種において説明する。

　深鉢（第 9図 7〜 12、第 10 図 13・15・17・19・29 〜 45）出土量の主体を占める。多くの個体の内外面に

は煤が付着する。器形には、口縁部が外傾または緩やかに外反する例（第 9図 7、第 10 図 29・31・32）、

口縁部がほぼ直立する例（第 9図 10、第 10 図 30・34・35・39・40・43）、口頸部がやや内傾しながら立ち上

がる例（第 9図 8・11、第 10 図 36 〜 38・42）、口縁部が外湾する例（第 10 図 33）、口縁部が強く内湾す

る例（第 10図 44・45）がある。口縁端部の形態には、端面をもつ例（第 9図 7、第 10 図 30 〜 34・39・42）、

丸味をもつ例（第 10図 40・41・43）、すぼまる例（第 10図 35・39・40・44）があり、口縁端部の施文には、指

によるキザミ（第 9図 11、第 10 図 36・37）、工具による押し引き（第 9図 10）がある。施文・調整には 、

縄文（第 10 図 13）、最終調整がナデ（第 9図 7〜 9、第 10 図 15・29 〜 35）、最終調整が条痕（第 9図 10

〜 12、第 10 図 17・19・36 〜 45）がある。ナデ調整のうち、条痕後ナデを施す例（第 9図 9、第 10 図 35）

がある。第 9図 7・9は浅い条痕状のナデであり、9は巻貝によるナデの可能性がある。第 10図 31は口

頸部と胴部の境に強い横位ナデを施す。同図 33は口頸部に指による強い横位ナデを施す。条痕調整例
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のうち、横位ナデによる条痕磨り消し無文部を有する例があり、その部位には、口頸部（第 9図 11、第

10 図 24 〜 26）と口縁部・口唇部（第 9図 10、第 10 図 39 〜 41・43）がある。条痕原体には、巻貝（第 9図

10、第 10図 40など）と二枚貝（第 9図 11など）などが認められる。

　壺（第 9図 2 〜 4）2・3 は同一個体である。口唇部が粘土貼付により肥厚し、端面が内面に向く。外

面は摩滅するが、ナデもしくは研磨を施す。胴中央部に煤が部分的に付着する。4は球状に張り出す

胴部である。頸胴部境に接合時の段をもち、段直上にヘラ状工具による周回沈線を施す。胴部には巻

貝による粗いナデを施す。頸部に部分的に赤彩痕が残る。胴部下方の内外面には煤が付着する。

　鉢（第9図6、第10図24）第9図6は丸みをもつ胴部で、胴上部に指による押圧を施す突帯を貼付する。

外面には丁寧なナデを施す。胴下部の外面には煤が部分的に付着する。第 10 図 24 は口縁部がわずか

に外湾する。口縁内面に接合時の段をもつ。外面にはナデを施す。

　浅鉢（第 9図 5、第 10 図 25 〜 28）第 9図 5、第 10 図 25・26 は体部上端で内屈し、口頸部が緩やかに

外湾しながら立ち上がる器形を呈す。第 9図 5は体部であり、外面に研磨を施す。体部上方の外面に

は煤が付着する。第 10 図 25・26 は口縁部である。端部を丸く収め、口唇部にヘラ状工具による沈線

を施す。25 は幅が広く浅いナデ状の沈線、26 は細沈線である。26 は口縁内面に 2条の細沈線を施す。

外面調整は 25 が摩滅のため不明であり、26 が沈線施文後に研磨となる。第 10 図 27・28 は同一個体で

ある。底部から直線的に開く器形を呈す。口縁端部はナデにより丸く収めるが、外側端部に粘土がは

み出す。外面にはナデの後研磨を施す。内面には工具によるナデ痕が浅い沈線状に不規則に多数残る。

　底部（第 10 図 13 〜 19）底部形態には、平底（13・14・16 〜 19）・尖底（15）の他、内面からの粘土充填に

よる厚底（第 10 図 15・16・18）がある。底面調整には網代痕（13）、丁寧なナデ（16）、粗雑なナデ（14・15・

17 〜 19）がある。底面に小穴状の圧痕が認められる例（14 〜 19）がある。圧痕は径 3〜 10 ㎜、深さ 1

〜 3㎜を測る。調整前の圧痕であり、土器製作時の敷物痕の可能性がある。13 は底面中央部がわずか

に凹む。地文に縄文RLを施す。14 は底部円盤の外縁にさらに粘土を貼付し底部とする。底側面も丁

寧なナデを施しており、壺の可能性が高い。17・19 は底部円盤の外縁が底側面に突出する。

　小結　深鉢は大別すれば、外面の最終調整がナデ調整と条痕施文となる。両者はおおむね時間的前

後関係にあり、前者は晩期中葉〜後葉、後者は晩期後葉に位置づけられる。その他の器種はおおむね

晩期中葉〜後葉に所属すると判断される。なお、深鉢において地文縄文（第 10 図 13）や肥厚口縁部（同

図 29）は器形や胎土も他とは異なることから、後期前半に属す可能性が高い。
　第 2表　縄文土器出土地点一覧表
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第 1節　土　器

第 9図　縄文土器（縮尺 1/4）
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第10図　縄文土器（13 〜 19 縮尺 1/4、20 〜 45 縮尺 1/3）
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　2. 弥生〜古墳時代の土器（図版第 6　第 11 図　第 3表）

　1〜 6は SD1 出土土器である。1・3・4は弥生時代後期末、漆町編年（以下、漆〜群と略）4〜 6群の時

期、2・5・6 は古墳時代前期、漆 7・8群の時期のものと考える（文 4）。1は短頸の小型壺である。肩部に

刺突文を充填している特徴は類例が少ない。2の壺は頸部が小さく、下膨れの胴部に窄まった底部を

もつ扁球壺と考える。4の甕は頸部が緩やかにくびれ、口縁下端に櫛状工具による斜行列点文がめぐ

る。5の甕は銛状の口端部の形状から布留系甕と考える。6の甕は頸部が明瞭に屈曲する。7〜 12 は

SD6 出土土器である。7は漆 4〜 6 群、8〜 10・12 は漆 7・8 群の時期に属し、11 の甕は弥生時代中期

のものである。8は手捏ねの小型鉢であり祭祀に使用される例が多い。10 は S字状に短く屈曲する口

縁をもつ近江系甕と考える。11 の甕は、口端部に巻貝による斜行列点文を有し、胴部は二枚貝による

条痕で調整している。12 の壺は口縁部に円形竹管文が巡り、東海地方の影響がうかがわれる。

第2節　石　器

第11図　弥生〜古墳時代の土器（縮尺 1/4）

　第 2節　石　器（図版第 6　第 12・13 図　第 4表）
　1. 打製石斧（図版第 6　第 12 図 1 〜 8）

　打製石斧は 8点検出し、1・2・6・7 が完形品である。包含層と河川からの出土品である。石材は近接

する赤根川でも採取可能な安山岩を主体としている。横枕遺跡の分類（文 3）によるとA類 : 側辺がほ

ぼ平行になり、いわゆる短冊形を呈するもの（1・2・4・5）、C類 : 基部から刃部にかけて直線的に拡がり、

刃部が丸みを帯びるもの（3・7）、D類 : 側辺が抉入し、刃部にかけて拡がるもの（6・8）が認められる。

最小限の加工で仕上げる製作技法が用いた 1〜 7 は弥生時代後期以降に属し、8は表裏全体を丁寧に

調整していることから縄文時代のものと考える。

　2. 砥　石（図版第 6　第 12 図 9）

　砥石は 1点検出した。9は全面に砥面を有し、欠損品の再利用品と考える。側面は浅い凹面を呈す。

　3. 磨　石（図版第 6　第 12 図 10・11　第 13 図 12 〜 17）

　磨石は 8点検出した。10 は磨面を表裏 /下面に有し、手にもつ上側面を敲打で潰して調整している。

11 は表に 2つの凹み、下面に 3つ磨面をもつ。手にもつ上側面は敲打で潰している。12 〜 15 は円礫

を利用しており 12・13 は下側面に使用による敲打面をもつ。12・14 の表裏と 15 の表は平滑な磨面をも

つ。16・17 は表裏自然面だが側面に磨面や敲打をもつ。打製石斧の未成品の可能性もある。

　4. 石　皿（図版第 6　第 13 図 18・19）

　石皿 18・19 は扁平な円礫を用い、周囲に縁をもつ。19 は X006、X007 の接合品である。
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第12図　打製石斧、砥石、磨石（縮尺 1/3）
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第 2節　石　器

第13図　磨石、石皿（縮尺 1/3）
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　第 4表　石器観察表

　第 3表　弥生〜古墳時代の土器観察表
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第 5 章　まとめ

　今回の調査では、土坑 2基、溝 2条、河川 2条を中心とする遺構を検出した。主な出土遺物は、縄

文土器、弥生時代中期から古墳時代前期の土器である。出土した土器が少なく明確にできなかったが、

遺構の時期については、SK1・2 が弥生時代後期末以前、河川 2条、SD1・6 が古墳時代前期以降と位置

付けた。

　平成 5年度の調査成果と比較すると、土器様相は類似し、遺構も土坑、溝、河川が主体となる点で

共通するが、建物の存在を示す柱穴は確認できなかった。

　犬山遺跡の範囲と遺構　平成 5年度調査は、調査区幅は 1.8 〜 5.7m と狭いが、総延長約 580mに渡っ

て実施し、犬山遺跡の包蔵地範囲を縦断、横断する形となっている。そのため、遺跡範囲を捉えるこ

とが可能である。まず、全体的に赤根川から離れるほど遺構が希薄になる状況が想定でき、赤根川に

最も近い箇所に設定した 2トレンチ（第 1図）では、居住域は確認できないが、完形に近い弥生土器や

土師器を含む多量の土器が出土していることから、集落中心域に近接していると考える。

　また、2トレンチでは、今回の調査では確認できなかった中世の掘立柱建物１棟を検出しているが、

遺構・遺物ともに密度は薄い。本遺跡周辺の遺跡では、低位段丘面に位置している太田・小矢戸遺跡や

下丁遺跡で、比較的多くの土師質土器、陶器、貿易陶磁が確認され、和鏡も出土している。下丁遺跡

では、古代から中世にかけて、総柱建物を含む掘立柱建物が多数確認され、太田・小矢戸遺跡では屋

敷地が確認されており、有力者層が居住していたと想定されている。中世では、低地で遺構や遺物の

密度が薄く、段丘上の遺跡で遺構密度が濃い傾向にある。いずれにせよ犬山遺跡の中心域は、赤根川

に沿った現在の犬山集落と重なっていると考える。

　弥生〜古墳時代の土器について　大野盆地の弥生時代中期から古墳時代前期に属する遺跡の分布を

みると、尾永見、中丁、下丁、太田・小矢戸、下黒谷の各遺跡が赤根川左岸域に展開し、上舌、右近

次郎西川遺跡が右岸に所在する。一方で真名川左岸に位置する横枕遺跡では、弥生時代後期末の竪穴

建物が 1軒確認されているが、その他に遺構は確認されておらず、弥生時代から古墳時代前期の遺構

分布は希薄と言わざるを得ない。現時点では、弥生時代後期から古墳時代前期の遺跡は、赤根川流域

に色濃く分布する傾向にあり、東部域では目立たない。

　今回の調査で出土した土器は、小片が多く、良好な資料は得られなかった。土器が出土した遺構も

河川と溝に限られ、層位的に変遷を追うことは困難である。よって他遺跡の土器との比較を通じて、

犬山遺跡の弥生時代中期から古墳時代前期の土器様相を概観する。

　まず、弥生時代中期の土器は、口縁端部に刻みをもつ条痕文系の甕（11）など数点出土するのみであ

り、出土量はごくわずかであった。

　弥生時代後期末から古墳時代前期（漆 4〜 8 群）には、有段口縁（9）の甕のほかに、受口状口縁をも

つ甕（4・10）、口縁部に円形の竹管文をもつ壺（12）など近江や東海系の土器を一定量含むことが確認で

きる。また、古墳時代前期には、いわゆる布留系甕（5）や単口縁の「くの字」形甕（6）が出土しており、

北陸地方の特徴が次第に薄れていく状況が認められる。

　しかし、同じ大野市域でも土器様相は一様ではなく、尾永見遺跡では外来系の土器をあまり含まな

い。下黒谷遺跡では、東海系の土器も一定量確認できるが、それに比べて在地の月影式の甕が顕著に
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出土する傾向にある。つまり大野盆地の中でも、外来系土器の影響の濃淡、在地土器の多寡が認めら

れる。その要因は不明だが、遺跡の性格、構成する集団の差異なども反映している可能性があり、大

野市域の集落の位置付けを行う際に重要な視点となろう。

　また、大野盆地の土器は「白っぽい胎土」で作られているという指摘があり（文 5）、今回の犬山遺

跡の調査でも同様な胎土をもつ土器が確認でき、2・4・8・12・13 が該当する。土器の内外面がやや褐色

味を帯びる白色を呈し、断面中央が黒色をなすサンドイッチ状の焼成を呈し、均一に焼かれていない

ものが多い。胎土には、径 1㎜以下の黒色砂粒を含むことが特徴である。上述した通り、4が近江系、

12 が東海系だと考えると、他地域の影響を受けた土器を盆地内で作っていると想定でき、2は古墳時

代前期に位置付けられることから、同様な胎土で継続して土器を製作していたと考える。また、典型

的な器形ではないが、9の月影式の甕は淡橙色を呈し、福井・坂井平野で普遍的にみられる胎土と類似

し、古墳時代前期の布留系の甕は、砂粒を多く含む粗雑なつくりで前 2者の胎土とも異なる。福井県

内の様々な地域から土器が搬入されている状況が伺える。平野部の遺跡との関係や東海や近江地域な

どの他地域との交流ルートはどのようであったか、今後の資料の蓄積を期待したい。

　縄文土器について　今回の調査では、河川や下層の遺物包含層から縄文時代後期から晩期の土器が

出土した。周辺の遺跡では、縄境遺跡で晩期後葉から最終末に位置付けられる比較的まとまった資料

が出土している。その他に右近次郎西川遺跡や下黒谷遺跡でも同時期の資料が確認できるが、晩期の

土器は概して出土量が少ない。

　嶺北地方全体では、勝山市大島田遺跡、永平寺町金合丸・成仏・木原町遺跡、藤巻館遺跡、福井市糞

置遺跡などで比較的まとまって資料が得られているが、系統の整理や空間的把握までに至らず、解明

すべき今後の課題である。
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　⑵　遺跡近景（南東から）

　⑴　遺跡遠景（北西から）
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　⑷　河川 1（南から）

　⑶　SD6 遺物出土状況（南から）　⑵　SK2（北から）

　⑴　SK1（南から）
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　⑸　河川 2（南から）

　⑶　河川 1内X003（打製石斧 6）、X004（磨石14）（西から）　⑷　河川 1内X006・007（石皿19）（東から）

　⑵　河川 1遺物出土状況　土器群 2（南西から）　⑴　河川 1遺物出土状況　土器群 1（北西から）



　⑸　包含層 4層除去後（東から）

　⑶　河川 2内 X012（砥石 9）（東から） 　⑷　包含層 4層内X015（縄文土器8）（西から）

　⑵　河川 2内 X008（打製石斧 7）（東から）　⑴　河川 2内 X013（縄文土器13）（西から）
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　⑷　石皿（18・19）

　⑶　砥石、磨石（9〜17）　⑵　打製石斧（1〜 8）

　⑴　弥生、古墳時代の土器　SD1 出土土器（1〜 6）　SD6 出土土器（7〜13）　河川１出土土器（13）

18 19 19

1

2

3

4

5

6

7

8 9

10

11

12

13

14

1516 17

1 2 3

4

5

6 7 8

9 10

11

12 13



報　告　書　抄　録

ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

いぬやまいせき

犬山遺跡

福井県埋蔵文化財調査報告

第 169 集

三原翔吾　鈴木篤英　山本孝一

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

〒910－2152　福井県福井市安波賀町４－10　　TEL　0776－41－3644

西暦2018年7月20日

コード

市町村所　在　地所収遺跡名

遺跡名

犬山遺跡

要　約

種別

集落

主な時代

縄文時代後期～晩期

主な遺構

河川

主な遺物

縄文土器

集落 弥生時代中期～
古墳時代前期

河川　溝 弥生土器・土師器
石器

特　記　事　項

ふ り が なふ り が な

遺跡番号

18205 05050 36度

0分

38秒

136度

28分

43秒

20160401～

20160630

1,000 記録保存調査

調査期間 調査面積
　　　㎡

調査原因北緯 東経

福井県大野市

犬山

ふく い けんおお の　し

いぬやま

犬山遺跡
いぬやま い せき

　犬山遺跡は、大野市の北西部、赤根川左岸の自然堤防上に立地する。一般国道476号道路改良
事業に伴い調査を実施し、土坑 2 基、溝 9 条、河川 2 条などを検出した。溝からは、弥生時代
中期から古墳時代前期の土器が出土し、河川では縄文時代後期から晩期の土器や弥生時代後期
末の土器を検出した。検出した遺構は、弥生時代後期末から古墳時代前期以降に埋没したもの
と考える。
　また、弥生時代から古墳時代の遺構面下には、縄文時代後期から晩期の土器を含む遺物包含
層を確認したが、包含層下から当該期の遺構は確認できなかったため、周辺域から流れ込んで
きた可能性が高い。
　いずれの時代も、遺構・遺物ともに希薄であり、集落中心域は、現在の犬山集落と重なって
展開していると考える。





福井県埋蔵文化財調査報告　第169集

犬 山 遺 跡

平成30年7月17日　印刷
平成30年7月20日　発行

発行　福井県教育庁埋蔵文化財調査センター
　　　〒910－2152　福井市安波賀町4－10

印刷　株式会社リンクコーポレーション
　　　〒910－0017　福井市文京１丁目18－15

一般国道476号道路改良事業に伴う調査




